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地球表面の約 7割を占める海洋プレートの

実体は，系統的に試料を直接採取することが

困難で，未だ不明点が多い。このため，海洋

プレート断片だと考えられるオフィオライ

ト岩体の詳細な観察から，海洋プレートの断

面やその物理学・化学的特徴が推定されてい

る。世界で最大級（400 ㎞以上）かつ保存の

良い海洋プレート断面であるオマーンオフ

ィオライト（例えば, Nicolas et al., 1988）では，

国際陸上科学掘削計画のもと複数地点で掘

削が行われた。南部 Wadi Tayin ブロック

CM1A サイトで採取された掘削試料は全長

404.15m で，構成する岩石層の特徴から上位

から下位へと以下の 4 層に区部されている。

第 I 層：層状斑れい岩卓越層，第 II 層：強蛇

紋岩化ダナイト層，第 III 層：部分的蛇紋岩

化ダナイト層，第 IV 層：ハルツバーガイト

卓越層。このうち第 II・III 層が地殻－マント

ル遷移層とされる（ Tamura et al., 2018; 

Takazawa et al., 2019）。本研究では 19 試料に

ついて広島大学設置の表面電離型質量分析

計で Sr 同位体（87Sr / 86Sr）比を，融合結合プ

ラズマ質量分析計で希土類元素（REE）を含

む微量元素濃度を測定した。また，薄片観察

による二次鉱物モード組成から変質度を求

めた。 

第 I 層の斑れい岩の Sr 同位体比・REE 組

成は上位から下位への系統的な変化は観察

されず，組成幅も小さい（87Sr / 86Sr ＝0.7031

～0.7033）。ダナイトの Sr 同位体比は第 I 層

から第 III層へと 87Sr / 86Sr = 0.7072から0.7039

へと低くなり，第 I 層のダナイトの軽希土類

（LREE）濃度は，Eu 以外類似した REE 濃度

をもつ，第 II・III 層ダナイトと比べ数倍高い。

第 I 層のダナイトのみ，他の組織を切るマグ

ネタイト脈が観察される。第 IV 層のハルツ

バーガイトは非常に広範な REE 組成を示す

が，Sr 同位体比は組成幅が小さく，上位から

下位への系統的変化は認められない 

（87Sr / 86Sr ＝0.7038～0.7040）。 

全岩 Sr 同位体比と変質度には第 I 層のダ

ナイトを除き明瞭な正の相関（R2=0.94）が観

察される。このことから，CM1A 掘削試料の

Sr 同位体比は変質度に依存していると考え

られる。この線形関係から，変質を被ってい

ない試料の Sr 同位体比を外挿したところ 
87Sr / 86Sr＝0.7030 であった。この値は，オマ

ーンオフィオライト南部イブラ山塊の新鮮

な斑れい岩の値と一致する（87Sr / 86Sr ＝

0.7028～0.7033; Lanphere et al., 1986; Zhilman 

et al., 2018）。Kawahata et al.（2001）は 100％

変質した試料が示す Sr 同位体比が変質にか

かわった熱水と平衡であると仮定し，変質度

80％以上のオマーンオフィオライト試料に

ついて，熱水の Sr同位体比を推測している。

同様の方法を用い計算したところ，ダナイ

ト・ハルツバーガイト中を循環した熱水の Sr

同位体比は 87Sr/86Sr =0.7039～0.70421 であっ

た。これらの値は Kawahata et al.（2001）が求

めた角閃岩相の平均的な高温熱水流体の値

（87Sr / 86Sr ＝0.70413）と類似する。 
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